
11/6

『 コンパッション都市
　　　                                                           』

水

19:00～21:00

  になりうるか？

アラン・ケレハー

モ デ レ ー タ ー

堀田 聰子
慶應義塾大学大学院 
健康マネジメント研究科教授

プ ロ グ ラ ム

0 1

対話の時間02

渋谷区道玄坂 一丁目21番1号 渋谷ソラスタ 4階 

渋谷ソラスタ コンファレンス　開
催
日
時

現
地
会
場

4 A

JR、東京メトロ、東急各線「渋谷」駅 西口より徒歩6分
京王井の頭線「神泉」駅より徒歩4分

アラン・ケレハー先生 講演

アラン・ケレハー著（2022）
『コンパッション都市―公衆衛生と終末期ケアの融合』
（慶應義塾大学出版会）共監訳者

2024年

● 参加費：無料      
● ご参加方法：現地参加 (定員80名) または  LIVE配信視聴 (定員無制限の予定)　
　いずれのご参加方法でも事前 申し込み(下記)が必要です
● お申し込み：                                                        　QRコードかURLよりお願いします

Allan Kellehear 氏 : 英国ノーザンブリア大学 (ソーシャルワーク、教育、コミュニティ・ウェルビーイング) 教授
専門はパブリックヘルスとエンドオブライフケア。オーストラリア・ニューサウスウェールズ大学で社会学の博士号（Ph.D.）を取得。同国ラト
ローブ大学教授、東京大学客員教授、英国バース大学教授、カナダ・ダルハウジー大学教授、英国ミドルセックス大学教授、英国ブラッドフォ
ード大学教授、米国バーモント大学教授を歴任。英国社会科学アカデミーフェロー（FAcSS）。

主催協力

ご出席の可否・詳細等は、お申し込みいただきました
方全員に、11月1日（金）までに、メールにてお知らせ
いたします。
お問い合わせ：法人本部人材育成グループ 03-5320-5861

『 互いに支え合うまちづくりへの対話 』

“コンパッション都市” - 共感、そして行動をもたらす「コンパッション」に
支えられたコミュニティ- 提唱者

講演会

https://x.gd/aHBWr

岩瀬 翔

氏

2020年自治医科大学卒業。都立広尾病院初期研修。英
国留学で社会的処方を学び、渋谷区・伊豆諸島各地で
ケアコミュニティ運営に関わる。

医師（家庭医療専攻医）
神津島村国民健康保険直営診療所 所長

通訳：重松 加代子氏

10/31(木) 23:59までに
おすまいの地域にかかわらず どなたでもご参加いただけますが
必ず  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ください

東京は

241016_revised

―なぜ、どういうことか、どうやって？
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